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初産乳牛の移行期に適した飼料の段階的増給法及び繋留条件の検討

（第２報）

加藤真姫子・渡邊　潤・佐藤寛子

要　　約

　初産牛は母体と胎児の成長を両立しなければならず，新規環境に対するストレスに弱いため，経産牛

とは異なる管理が必要である．初産牛をタイストール牛舎に馴致させるにあたり，ストレスを軽減し，

その後の産乳成績や繁殖成績を向上させる繋留条件を検討するために，初妊牛19頭を供試し，飼養試験

を行った．その結果，馴致としての分娩前繋留期間を４週間以上確保し，経産牛と隣り合わない配置で

繋留することにより，分娩前後の乾物摂取量が増加し泌乳成績および繁殖成績についても良好な結果が

得られた．

緒　　言

　近年，牛群検定における乳牛の平均産次は2.7

産と短くなっている．生涯生産性が低迷している

原因として，乳用牛群中の３割を占める初産牛の

移行期における飼養管理の不備による事故が挙げ

られる．初産牛の移行期は，体躯が成長途中にあ

り，養分要求量が急増するため，産乳成績や繁殖

成績は，栄養分の充足により大きく影響される．

また，出産，泌乳を初めて経験する点からも，経

産牛とは異なる飼養管理が必要である．筆者らは，

前報（加藤ら 2012）において県内における初産牛

の現状を把握し，移行期の飼養管理技術における

問題点や傾向を拾い上げることを目的として県内

酪農家の聞き取り調査を行った．その結果，県内

においても初産牛の疾病・事故が多く，その要因

として，「初産牛に対して経産牛と同様の管理をし

ている」または「育成に手が回らず，初産牛とし

て十分な骨格に達していない」等が挙げられた．

　本研究では，タイストール牛舎における分娩前

の繋留期間や繋留条件が乾物摂取量，産乳成績お

よび繁殖成績に与える影響について比較し，酪農

家が現状において工夫できる具体的な管理方法に

ついて検討した．

材料および方法

１．供試牛，飼養管理および供試飼料

　１）供試牛および試験区分

　　 　当場で繋養している平成23年１月～平成25

年３月に分娩したホルスタイン種初産牛19頭

を供試した．分娩予定日に基づいて馴致期間

を設定し，タイストール牛舎へ繋留したが，

試験区分における分娩前繋留期間は，搾乳牛

舎へ移動した日から実際に分娩した日までの

日数とした．分娩日前の繋留期間が３週間未

満であった区を３週未満区（４頭），３～４週

間であった区を３-４週未満区（３頭），以下４-

５週未満区（４頭），５-６週未満区（５頭），６-

８週区（３頭）として調査した．

　２）飼養管理

　　 　供試牛は，育成管理牛舎（フリーバーン）か

ら搾乳牛舎（ニューヨークタイストール）に繋

留した．分娩後の搾乳は，朝7：30および夕

方16：00に行い，飼料は朝夕の搾乳時および

13：00に残飼が十分に出る量を自由採食させ

た．水および鉱塩（ZENOAC）は自由摂取させ

た．
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表 題 「未定」 
 

示した． 

TMR原料をミキサーで混合した後，細断型ロー

ルベーラーにより成型・梱包後にラッピングを行

い，3週間以上静置したものを発酵 TMRとして給

与した．また，搾乳牛舎への繋留開始後は，発酵

TMRへの馴致を徐々に行い，分娩 3週間前には発

酵 TMRの自由採食とした．さらに，分娩予定日

の 1週間前には，配合飼料 1 kgを増給し，その後

のアシドーシスを想定して乾草を自由採食とした． 

  

２．試験区分 

試験区分における分娩前繋留期間は，搾乳牛舎

へ移動した日から実際に分娩した日までの日数と

した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．調査の項目と方法 

1) 飼料摂取状況 

飼料設計は，日本飼養標準・乳牛（2006年版に

より計算した．協定試験成績等により初産牛の泌

乳前期において，栄養濃度を高めずに乾物摂取量

を確保できる栄養水準として推奨され TDN73%，

CP16%の TMRとして調整し，分娩前後 1週間の

採食量調査を行い，乾物摂取量を計算した．  

2) 産乳成績 

乳量は，毎日朝夕 2回の搾乳時にミルクメータ

ー（ミルコン,オリオン機械 ）で計測し，分娩後，

1週間毎の積み上げ量を各区の平均値として比較

した． 

乳成分率は多成分赤外線分析装置（ミルコスキ

ャンマイナー,FOSS ）で，毎月分析した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 給与 の原料構成比率および飼料成分

（％）
乾物率

（％）

構成比率 （DM%） 飼料成分

トウモロコシ
サイレージ

牧草ロール
サイレージ

配合飼料

バルキー

ビートパルプ 酒 粕
（％） （％）

表 分娩前繋留期間による試験区の概要

平均値±標準誤差

頭数 分娩時月齢 分娩時体重 分娩産子体重 
(頭) (ヶ月)

3週未満 26.8 ±7.2 567.0 ±103.9 36.7 ±3.9

3-4週未満 27.8 ±5.2 676.7 ±142.2 35.7 ±12.2

4-5週未満 28.4 ±3.2 629.8 ±69.9 35.5 ±6.6

5-6週未満 25.5 ±3.5 630.6 ±90.0 43.1 ±5.4

6-8週 27.7 ±3.0 669.0 ±81.0 41.0 ±4.5
全　体 27.1 ±4.3 630.4 ±94.3 38.6 ±6.8

区　分

初産乳牛移行期の飼養管理

　３）供試飼料

　　 　TMRの飼料構成割合および養分含量を表

１に示した．

　　 　TMR原料をミキサーで混合した後，細断型

ロールベーラーにより成型・梱包後にラッピ

ングを行い，３週間以上静置したものを発酵

TMRとして給与した．また，搾乳牛舎への繋

留開始後は，発酵TMRへの馴致を徐々に行

い，分娩３週間前には発酵TMRの自由採食と

した．さらに，分娩予定日の１週間前には，

配合飼料１ kgを増給し，その後のアシドー

シスを想定して乾草を自由採食とした．
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　１）飼料摂取状況
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版）により計算した．協定試験成績等により

初産牛の泌乳前期において，栄養濃度を高め

ずに乾物摂取量を確保できる栄養水準とし

て推奨されTDN73%，CP16%のTMRとして

調整し，分娩前後１週間の採食量調査を行

い，乾物摂取量を計算した．

　２）産乳成績

　　 　乳量は，毎日朝夕２回の搾乳時にミルクメ
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分娩後，１週間毎の積み上げ量を各区の平均
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　　 　乳成分率は多成分赤外線分析装置（ミルコ

スキャンマイナー，FOSS）で，毎月分析し

た．
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表 給与 の原料構成比率および飼料成分

（％）
乾物率

（％）

構成比率 （DM%） 飼料成分

トウモロコシ
サイレージ

牧草ロール
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配合飼料
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表 分娩前繋留期間による試験区の概要

平均値±標準誤差

頭数 分娩時月齢 分娩時体重 分娩産子体重 
(頭) (ヶ月)

3週未満 26.8 ±7.2 567.0 ±103.9 36.7 ±3.9

3-4週未満 27.8 ±5.2 676.7 ±142.2 35.7 ±12.2

4-5週未満 28.4 ±3.2 629.8 ±69.9 35.5 ±6.6

5-6週未満 25.5 ±3.5 630.6 ±90.0 43.1 ±5.4

6-8週 27.7 ±3.0 669.0 ±81.0 41.0 ±4.5
全　体 27.1 ±4.3 630.4 ±94.3 38.6 ±6.8

区　分

表１　給与TMRの原料構成比率および飼料成分

表２　分娩前繋留期間による試験区の概要

平均値±標準誤差

ab；Ｐ＜0.05
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　３）繁殖成績

　　 　分娩後初回授精までの日数および受胎まで

の日数を調査した．

　４）分娩後の増体日量 

　　 　体重は，分娩日から毎月一回，体重推定尺

により２回測定した平均値として求め，増体

日量を計算した．供試牛のうち，経産牛に挟

まれて繋留された区（６頭）と初産牛に挟まれ

て繋留された区（５頭）について，分娩後６ヵ

月間における増体日量の推移を比較した．

４．統計処理の方法

　データは平均値±標準偏差で示した．有意差の

検出には一元配置分散分析により差の検定を行い，

区間の検定はTukeyの方法を用いた．

結果および考察

１．飼料摂取状況

　分娩前繋留期間別の分娩前後１週間の乾物摂取

量を図１に示す．各区において分娩前後に差は認

められず，試験区間においては分娩前の繋留期間

３週未満区に対して４-５週および５-７週区間で

有意に多かった．

　乳牛の移行期の乾物摂取量は，分娩日を底とし

て，分娩前後の１週間が最も乾物摂取量が低下し，

かつ栄養エネルギー不足のピークとなる時期であ

る．分娩前の馴致を含めた繋留期間は，経産牛の

移行期として必要とされる３週間では不十分であ

り，４週間以上確保することで，馴致がうまくい

き，初産牛のエネルギーバランスが最も過酷な場

面での乾物摂取量を底上げできる可能性が示唆さ

れた．

２．産乳成績

　分娩後の各区における週間毎の積算乳量を図２

に示した．各区の乳量は，１週目の立ち上がりか

ら４週目に渡って，３週未満区に比較して６-８

週区が有意に高い乳量であり，いずれの期間にお

いても３週未満区に比較して，繋留馴致期間が長

い区が乳量も高くなる傾向が認められた．また，

分娩後１週目の積算乳量の各区の差は，図１にお

ける分娩前１週間の乾物摂取量の差にリンクする

結果と考えられた．産乳成績においても，分娩前

の繋留馴致期間を４週間以上確保することは乳量

の増加にも貢献すると考えられた．

図１　分娩前後１週間の乾物摂取量

ab；Ｐ＜0.05，cd；Ｐ＜0.01

　分娩前1週間分娩後1週間
3週未満 (n=4)
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0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

18.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 満未週3 n= 4） （ n=4）週5-4 （n=5）  週7-5

図1  分娩前後1週間の乾物摂取量 

分娩前1週間 分娩後1週間 

ab;P＜0.05, cd;＜0.01 
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初産乳牛移行期の飼養管理

　分娩後６ヵ月間の乳成分の推移を表３に示した．

乳脂肪率は，１ヵ月目で３週未満区が５-６週未満

区に対して有意に高い結果であった．乳脂肪率は，

粗飼料の充足率の指標となるデータであるが，泌

乳初期に4.5％以上の場合は周産期疾病が疑われ

る．３週未満区及び４-５週未満区の１ヵ月目の乳

脂肪率は4.5％を大幅に超えており，泌乳初期の負

のエネルギーバランスにより体脂肪が動員され，

ケトージスや脂肪肝へのリスクが高まっていたこ

とが想定される．２ヵ月目以降はエネルギーが充

足していたと考えられる．

　乳蛋白率は，２ヵ月目の６-８週区に対して４-５

週未満区，５-６週未満区が，４ヵ月目の３週未満

区に対して５-６週未満区が，５ヵ月目の６-８週

区に対して３-４週未満区，４-５週未満区，５-６週

未満区が，６ヵ月目の６-８週区に対して５-６週未

満区が有意に高かった．測定期間を通して６-８週

区が低い傾向にあったが，標準値の範囲で推移し

た．乳蛋白率は第一胃内の微生物タンパク質の生

産と必要なデンプン等のエネルギー充足率の指標

にもなることから，タンパクとエネルギーのバラ

ンスにおいて，逸脱した区は無かったものと考え

られた．

　無脂固形分率においては，４ヵ月目の３週未満

区に対して５-６週未満区が有意に高かった．

　無脂固形分率は，濃厚飼料の充足率の指標とさ

れているが，この期間は配合飼料給与量が乳量に

応じて増量されており，各区間に大差は無く，エ

ネルギーはほぼ充足していたと解釈できる．乳成

分値からは，３週未満区の１ヵ月目におけるエネ

ルギー充足が追いつかず，泌乳初期の立ち上がり

が悪かったことが推測された．

３．分娩後の増体日量

　搾乳牛舎への移動時，社会的に強い経産泌乳牛

に挟まれる配置で繋留された区（６頭）と，両隣が

初産牛あるいは片側が初産牛で片側の牛床が１つ

空いている配置で繋留された区（５頭）の分娩後６

ヵ月間における増体日量の推移を図３に示す．試

験区間に有意差は認められなかったものの，経産

牛に挟まれて繋留された区において，分娩後１ヵ

月間の体重低下およびその後の体重回復について

も遅れる傾向が認められた．

週目 週目 週目 週目

図 分娩前繋留期間別分娩後の乳量推移

週未満

週

週

週

週

乳量（ｋｇ） 

 

a 

a 

b 

a 
a 

b 
b 

b 

b 
b 

b 
b 

b 

ab；Ｐ＜0.05

図２　分娩前繋留期間別分娩後の乳量推移
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乳牛では，経産牛および初産牛ともに，移行期

の乾物摂取量は，著しく低下することが知られて

いる．分娩後 8～10週程度でようやく養分要求量

が充足するようになり，それ以降からボディコン

ディションスコアの回復が始まることが報告され

ている．本試験においても，体重の回復は 2ヵ月  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目にプラスに転じ，3ヵ月目には増体へ向かった

と判断できる．しかし，経産牛に挟まれて繋留し

た場合はさらに回復が遅れていることから，初産

牛の採食行動には不利な条件が重なり，分娩後も

長期間に渡り継続的に乾物摂取量が抑制されてい

ることが想定された． 

表 乳成分値の推移

平均値±標準誤差

区　分 1ヶ月目 2ヶ月目 3ヶ月目 4ヶ月目 5ヶ月目 6ヶ月目
乳脂率（％）

3週未満 5.15 ±1.05 3.93 ±0.52 3.59 ±0.33 4.18 ±0.30 3.89 ±0.90 3.80 ±0.35

3-4週未満 4.03 ±0.66 3.75 ±0.17 3.97 ±0.35 4.10 ±0.18 4.30 ±0.35 3.86 ±0.43

4-5週未満 4.91 ±0.98 3.71 ±0.34 3.81 ±0.54 4.18 ±1.01 3.94 ±1.30 4.45 ±0.87

5-6週未満 4.05 ±0.54 4.57 ±1.05 3.98 ±0.55 4.41 ±1.44 3.90 ±1.30 4.23 ±0.38

6-8週 4.20 ±0.58 3.97 ±0.20 3.32 ±0.54 4.75 ±1.03 3.93 ±0.20 4.00 ±0.96

乳蛋白率（％）

3週未満 3.18 ±0.32 3.08 ±0.13 3.07 ±0.15 3.23 ±0.19 3.33 ±0.19 3.44 ±0.22

3-4週未満 3.27 ±0.13 3.07 ±0.36 3.27 ±0.20 3.38 ±0.23 3.44 ±0.07 3.50 ±0.30

4-5週未満 3.63 ±0.67 3.18 ±0.14 3.24 ±0.23 3.29 ±0.35 3.46 ±0.24 3.53 ±0.39

5-6週未満 3.22 ±0.31 3.19 ±0.16 3.27 ±0.20 3.48 ±0.08 3.44 ±0.07 3.51 ±0.09

6-8週 3.03 ±0.15 2.93 ±0.03 3.07 ±0.15 3.42 ±0.35 3.15 ±0.05 3.30 ±0.09

無脂固形率（％）

3週未満 8.44 ±0.30 8.47 ±0.25 8.58 ±0.25 8.63 ±0.26 8.84 ±0.20 8.96 ±0.16

3-4週未満 8.67 ±0.12 8.69 ±0.25 8.80 ±0.13 8.88 ±0.18 8.95 ±0.18 8.90 ±0.22

4-5週未満 8.84 ±0.45 8.76 ±0.29 8.84 ±0.31 8.83 ±0.37 8.90 ±0.34 8.93 ±0.47

5-6週未満 8.67 ±0.34 8.69 ±0.25 8.73 ±0.37 8.89 ±0.15 8.94 ±0.22 9.00 ±0.22

6-8週 8.58 ±0.21 8.47 ±0.25 8.65 ±0.25 8.90 ±0.35 8.72 ±0.15 8.7 ±0.06

図３ 繋留条件による 分娩後６ヵ月の増体量

( kg/day)  

　乳牛では，経産牛および初産牛ともに，移行期

の乾物摂取量は，著しく低下することが知られて

いる．分娩後８～10週程度でようやく養分要求量

が充足するようになり，それ以降からボディコン

ディションスコアの回復が始まることが報告され

ている．本試験においても，体重の回復は２ヵ月

目にプラスに転じ，３ヵ月目には増体へ向かった

と判断できる．しかし，経産牛に挟まれて繋留し

た場合はさらに回復が遅れていることから，初産

牛の採食行動には不利な条件が重なり，分娩後も

長期間に渡り継続的に乾物摂取量が抑制されてい

ることが想定された．

表３　乳成分値の推移

平均値±標準誤差

ab；Ｐ＜0.05

（kg/day）
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表 題 「未定」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．繁殖成績 

分娩後初回授精までの日数および受胎までの日数

を表 4に示した．初回授精までの日数は，分娩前

の繋留期間 3週未満の区に対して 6-8週の区間で

有意に短かった．また，受胎するまでの日数は，3

週未満の区に対して 4-5週および 6-8週の区間で

有意に短かい結果であった．移行期の栄養代謝状

態は，その後の繁殖成績と関連すること，分娩後 

の体重減少率は，初回排卵・発情，および授精時

期の指標となりうることが報告されている．また，

一般に，体脂肪動員の程度は乳量よりも乾物摂取

量に関連するとされており，3週未満区において

は，乾物摂取量が低かったことがその後の繁殖成

績に影響を与えたと考えられた．この点からも，

分娩前の繋留馴致期間として，少なくとも 4週間

以上のゆとりをもって移動し，いかに乾物摂取量

を増やしてやるかで，その後の生涯生産性に大き

な影響を与えると考えられる。 

初産牛の栄養管理では，乳生産とともに増体も

考慮しなければならない．しかし，実際には移行

期に乾物摂取量を確保できないケースは多く，そ

のことがエネルギー不足などによる疾病増加や繁

殖成績の低下につながり，初産牛は経産平均産次

の短縮の一因となっている．近年では，初産乳量

が 9,000kgを超える個体も増えており，高い栄養

要求量に対して低い乾物摂取量を改善できなけれ

ば，経産牛よりも周産期病のリスクが高いと言っ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ても過言ではない．1回当たりの採食時間や量が

少ないため，必要な養分を確保するには飼料への 

アクセス時間が長く必要である．そのような点か

らも，社会的に強い経産牛の間に挟まれた場合，

盗食や嫌がらせ等により初産牛の採食行動には不

利な条件が重なり，固め喰いや，継続的な乾物摂

取量の抑制による悪循環に陥りやすいことが想定

された．酪農家が現状でできる対策として，育成

から分娩房または搾乳舎への繋留の時期は，分娩

前 1～2ヵ月の期間に確実に移動させ，馴致期間を

なるべく長めにとりたい．また，分娩前の搾乳舎

への移動時に際しては，初産牛を優先的に割り当

てる牛床を計画的にまとめて確保し，可能な限り

経産牛からの影響を受けにくい配置にすることで，

初産牛とその後の生涯生産性に良い影響を与える

ことが示唆された．初産牛の能力を引き出せない

管理は，農場全体の生産量に大きな影響を与える．

次報では，初産牛移行期における濃厚飼料の段階

的増給法とアシドーシスに陥りにくい飼養管理に

ついて検証する． 
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表 初産牛の繁殖成績

平均値±標準誤差

項　目 3週未満 3-4週 4-5週 5-6週 6-8週

初回授精日数（日） 142 ±75 139 ±66 135 ±72 135 ±51 92 ±39

受胎までの日数（日） 177 ±71 177 ±85 ±72b 161 ±52 121±45

初産乳牛移行期の飼養管理

４．繁殖成績

　分娩後初回授精までの日数および受胎までの日

数を表４に示した．初回授精までの日数は，分娩

前の繋留期間３週未満の区に対して６-８週の区間

で有意に短かった．また，受胎するまでの日数は，

３週未満の区に対して４-５週および６-８週の区間

で有意に短かい結果であった．移行期の栄養代謝

状態は，その後の繁殖成績と関連すること，分娩

後の体重減少率は，初回排卵・発情，および授精

時期の指標となりうることが報告されている．ま

た，一般に，体脂肪動員の程度は乳量よりも乾物

摂取量に関連するとされており，３週未満区にお

いては，乾物摂取量が低かったことがその後の繁

殖成績に影響を与えたと考えられた．この点から

も，分娩前の繋留馴致期間として，少なくとも４

週間以上のゆとりをもって移動し，いかに乾物摂

取量を増やしてやるかで，その後の生涯生産性に

大きな影響を与えると考えられる．

　初産牛の栄養管理では，乳生産とともに増体も

考慮しなければならない．しかし，実際には移行

期に乾物摂取量を確保できないケースは多く，そ

のことがエネルギー不足などによる疾病増加や繁

殖成績の低下につながり，経産平均産次の短縮の

一因となっている．近年では，初産乳量が9,000 

kgを超える個体も増えており，高い栄養要求量に

対して低い乾物摂取量を改善できなければ，経産

牛よりも周産期病のリスクが高いと言っても過言

ではない．１回当たりの採食時間や量が少ないた

め，必要な養分を確保するには飼料へのアクセス

時間が長く必要である．そのような点からも，社

会的に強い経産牛の間に挟まれた場合，盗食や嫌

がらせ等により初産牛の採食行動には不利な条件

が重なり，固め喰いや，継続的な乾物摂取量の抑

制による悪循環に陥りやすいことが想定された．

酪農家が現状でできる対策として，育成から分娩

房または搾乳舎への繋留の時期は，分娩前１～２

ヵ月の期間に確実に移動させ，馴致期間をなるべ

く長めにとりたい．また，分娩前の搾乳舎への移

動時に際しては，初産牛を優先的に割り当てる牛

床を計画的にまとめて確保し，可能な限り経産牛

からの影響を受けにくい配置にすることで，初産

牛とその後の生涯生産性に良い影響を与えること

が示唆された．初産牛の能力を引き出せない管理

は，農場全体の生産量に大きな影響を与える．次

報では，初産牛移行期における濃厚飼料の段階的

増給法とアシドーシスに陥りにくい飼養管理につ

いて検証する．
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表４　初産牛の繁殖成績

平均値±標準誤差

ab；Ｐ＜0.05

表 題 「未定」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．繁殖成績 

分娩後初回授精までの日数および受胎までの日数

を表 4に示した．初回授精までの日数は，分娩前

の繋留期間 3週未満の区に対して 6-8週の区間で

有意に短かった．また，受胎するまでの日数は，3

週未満の区に対して 4-5週および 6-8週の区間で

有意に短かい結果であった．移行期の栄養代謝状

態は，その後の繁殖成績と関連すること，分娩後 

の体重減少率は，初回排卵・発情，および授精時

期の指標となりうることが報告されている．また，

一般に，体脂肪動員の程度は乳量よりも乾物摂取

量に関連するとされており，3週未満区において

は，乾物摂取量が低かったことがその後の繁殖成

績に影響を与えたと考えられた．この点からも，

分娩前の繋留馴致期間として，少なくとも 4週間

以上のゆとりをもって移動し，いかに乾物摂取量

を増やしてやるかで，その後の生涯生産性に大き

な影響を与えると考えられる。 

初産牛の栄養管理では，乳生産とともに増体も

考慮しなければならない．しかし，実際には移行

期に乾物摂取量を確保できないケースは多く，そ

のことがエネルギー不足などによる疾病増加や繁

殖成績の低下につながり，初産牛は経産平均産次

の短縮の一因となっている．近年では，初産乳量

が 9,000kgを超える個体も増えており，高い栄養

要求量に対して低い乾物摂取量を改善できなけれ

ば，経産牛よりも周産期病のリスクが高いと言っ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ても過言ではない．1回当たりの採食時間や量が

少ないため，必要な養分を確保するには飼料への 

アクセス時間が長く必要である．そのような点か

らも，社会的に強い経産牛の間に挟まれた場合，

盗食や嫌がらせ等により初産牛の採食行動には不

利な条件が重なり，固め喰いや，継続的な乾物摂

取量の抑制による悪循環に陥りやすいことが想定

された．酪農家が現状でできる対策として，育成

から分娩房または搾乳舎への繋留の時期は，分娩

前 1～2ヵ月の期間に確実に移動させ，馴致期間を

なるべく長めにとりたい．また，分娩前の搾乳舎

への移動時に際しては，初産牛を優先的に割り当

てる牛床を計画的にまとめて確保し，可能な限り

経産牛からの影響を受けにくい配置にすることで，

初産牛とその後の生涯生産性に良い影響を与える

ことが示唆された．初産牛の能力を引き出せない

管理は，農場全体の生産量に大きな影響を与える．

次報では，初産牛移行期における濃厚飼料の段階

的増給法とアシドーシスに陥りにくい飼養管理に

ついて検証する． 
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表 初産牛の繁殖成績

平均値±標準誤差

項　目 3週未満 3-4週 4-5週 5-6週 6-8週

初回授精日数（日） 142 ±75 139 ±66 135 ±72 135 ±51 92 ±39

受胎までの日数（日） 177 ±71 177 ±85 ±72b 161 ±52 121±45

表 題 「未定」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．繁殖成績 

分娩後初回授精までの日数および受胎までの日数

を表 4に示した．初回授精までの日数は，分娩前

の繋留期間 3週未満の区に対して 6-8週の区間で

有意に短かった．また，受胎するまでの日数は，3

週未満の区に対して 4-5週および 6-8週の区間で

有意に短かい結果であった．移行期の栄養代謝状

態は，その後の繁殖成績と関連すること，分娩後 

の体重減少率は，初回排卵・発情，および授精時

期の指標となりうることが報告されている．また，

一般に，体脂肪動員の程度は乳量よりも乾物摂取

量に関連するとされており，3週未満区において

は，乾物摂取量が低かったことがその後の繁殖成

績に影響を与えたと考えられた．この点からも，
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以上のゆとりをもって移動し，いかに乾物摂取量

を増やしてやるかで，その後の生涯生産性に大き

な影響を与えると考えられる。 

初産牛の栄養管理では，乳生産とともに増体も

考慮しなければならない．しかし，実際には移行

期に乾物摂取量を確保できないケースは多く，そ

のことがエネルギー不足などによる疾病増加や繁
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ても過言ではない．1回当たりの採食時間や量が

少ないため，必要な養分を確保するには飼料への 
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利な条件が重なり，固め喰いや，継続的な乾物摂

取量の抑制による悪循環に陥りやすいことが想定

された．酪農家が現状でできる対策として，育成

から分娩房または搾乳舎への繋留の時期は，分娩

前 1～2ヵ月の期間に確実に移動させ，馴致期間を

なるべく長めにとりたい．また，分娩前の搾乳舎

への移動時に際しては，初産牛を優先的に割り当

てる牛床を計画的にまとめて確保し，可能な限り

経産牛からの影響を受けにくい配置にすることで，

初産牛とその後の生涯生産性に良い影響を与える

ことが示唆された．初産牛の能力を引き出せない

管理は，農場全体の生産量に大きな影響を与える．

次報では，初産牛移行期における濃厚飼料の段階

的増給法とアシドーシスに陥りにくい飼養管理に

ついて検証する． 
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